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︱
︱
︱
き
ゅ
う
り
の
栽
培
を
始
め
た

き
っ
か
け
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
︒

関
東
の
農
業
大
学
を
卒
業
後
に
そ

の
ま
ま
就
農
し
ま
し
た
。
在
学
中
か

ら
き
ゅ
う
り
栽
培
に
は
興
味
が
あ
っ

た
の
で
、
祖
父
が
営
ん
で
い
た
き
ゅ

う
り
栽
培
の
後
を
継
ぐ
形
で
始
め
ま

し
た
。

就
農
し
て
４
年
目
で
「
ま
り
ん
」

と
い
う
品
種
を
43
ａ
栽
培
し
て
い
ま

す
。
そ
の
内
、
13
ａ
を
土
耕
栽
培
、

30
ａ
を
養
液
栽
培
で
行
っ
て
い
ま

す
。

︱
︱
︱
栽
培
で
特
に
気
を
遣
う
こ
と

や
難
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

栽
培
サ
イ
ク
ル
が
早
い
施
設
き
ゅ

う
り
は
温
度
や
湿
度
の
変
化
に
よ

り
、
少
し
で
も
環
境
が
悪
く
な
る
と

す
ぐ
悪
影
響
が
出
ま
す
。
温
度
差
が

大
き
い
こ
の
時
期
は
特
に
気
を
遣
い

な
が
ら
作
業
を
行
い
ま
す
。
よ
く
観

察
し
て
、
変
化
に
す
ぐ
気
づ
け
る
よ

う
な
「
見
る
力
」
を
養
う
こ
と
が
重

要
と
思
い
ま
す
。

「伊万里産きゅうりに自信。魅力ある品目です」
東山代町
( ) 立

た て
石
い し

 瑛
え い

人
と
 さん（25歳）

きゅうりはみずみずしさが特徴の野菜で、これから暑くなってくる季節

にぴったりの野菜です。JA伊万里でも主要生産品目のひとつで、生産量

が順調に増加しています。

今回は新設されたばかりの立石さんのハウスを訪れ、きゅうり栽培の魅

力などについて伺いました。

施設きゅうり 
43アール
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５月の星座占い　今月のあなたの運勢は？（次ページ）

	 10日	 ふるさとの会通常総会

	 11日	 小葱部会通常総会・出荷反省会

	 12日	 きんかん部会総会・出荷反省会

	12～13日	 盆用品展示会（有田地区）

	 17日	 茶屋の会通常総会

	 19日	 百菜の会通常総会

	 25日	 組合員訪問日

※予定のため、変更の可能性があります。

contents
くじくじも

event
月の行事月の行事５

︱
︱
︱
き
ゅ
う
り
の
栽
培
に
関
心
が
あ
る
方

に
一
言
お
願
い
し
ま
す
︒

伊
万
里
き
ゅ
う
り
は
経
営
モ
デ
ル
や
栽
培

方
法
も
確
立
さ
れ
て
き
て
い
て
、
比
較
的
始

め
や
す
い
品
目
だ
と
思
い
ま
す
。
施
設
を
建

て
る
に
は
そ
れ
な
り
の
金
額
も
か
か
り
ま
す

が
、
Ｊ
Ａ
や
行
政
の
支
援
も
充
実
し
て
い
ま

す
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
教
え
て
く
れ
る
先

輩
が
多
い
の
で
安
心
し
て
栽
培
が
で
き
ま

す
。き

ゅ
う
り
部
会
は
若
手
の
生
産
者
も
多
く

と
て
も
勢
い
が
あ
る
部
会
で
す
。
栽
培
を
検

討
さ
れ
て
い
る
方
は
思
い
切
っ
て
始
め
て
み

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

さが園芸888運動
さが園芸888運動は、生産者やJA、行政等
関係機関が連携し、令和10年度までに県内
の園芸産出額888億円を目指す運動です。各
種支援対策を通じて「稼げる農家」を増やし、
さらに、それを目指す新たな担い手が確保さ
れるという好循環の創出により、本県農業生
産の拡大と生産者の所得増大を目指します。

※推進事業の支援内容や詳細な要件等は、
JA、市町等にご確認ください。

●レッツ!!園芸-888… ……………… 2〜3
●表紙紹介　孫はかわいか…………………4
●ニュース＆トピックス… …………… 4～6
●農政記事…………………………………6
●春期営農座談会Q&A……………………7
●退職者挨拶、人事異動……………… 8〜9
●市場レポート………………………………9
●５月の農作業だより…………… 10〜11
●新規採用職員紹介　　……………… 12
●家庭菜園……………………………… 13
●インフォメーション… ………………… 14
●理事会報告、おくやみ… ……………… 15
●おいしいミルクレシピ………………… 16 

クロスワードクイズ
●フルーツパラダイス… ………………… 17
●組合員の声…………………………… 18 

おじゃましま～す女性部活動
●インフォメーション… ………………… 19 

家の光６月号の主な内容 
ホームページ 5月の「プレゼント」紹介

●インフォメーション… ………………… 20 
令和５年度 GW園芸流通センター集荷計画

︱
︱
︱
営
農
品
目
と
し
て
︑
き
ゅ
う
り
の
魅

力
は
何
で
し
ょ
う
か
︒

施
設
き
ゅ
う
り
は
定
植
か
ら
１
ヶ
月
後
に

収
穫
が
で
き
る
品
目
で
、
早
く
に
収
入
が
見

込
め
ま
す
。
計
画
的
に
栽
培
を
行
え
ば
１
年

中
ず
っ
と
収
穫
で
き
る
の
で
収
入
が
安
定
す

る
こ
と
は
と
て
も
魅
力
的
で
す
。

や
っ
た
こ
と
の
結
果
が
す
ぐ
に
表
れ
る
の

で
作
業
の
面
白
さ
を
実
感
し
や
す
い
し
、
そ

れ
が
や
る
気
に
繋
が
っ
て
い
く
の
も
魅
力
だ

と
感
じ
ま
す
。
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牡羊座
（3/21〜4/19）

【全体運】おいしいものを食べてハッピーに。あまり思い悩まず流れに身を任せて。相手を受け入れる姿勢が幸運を呼びます
【健康運】休めるときには休んで回復。軽い運動が吉　　【幸運を呼ぶ食べ物】ビワ

はは孫孫表紙
紹介 かかわわ

いいかか

伊万里市大川町立川

丸尾 桜
お う

大
た

くん （９歳）

　　 沙
さ

和
わ

ちゃん（７歳）

祖父 丸尾 光義さん	 祖母 美代子さん

♥お孫さんの紹介

桜大……元気が良く野球が大好きで、毎日練習を頑
張っています。

沙和……優しく思いやりがあり、誰とでも仲良く遊
んでいます。

♥お孫さんからおじいちゃん・おばあちゃんへメッセージ

いつもやさしくしてくれてありがとう。

♥おじいちゃん・おばあちゃんからお孫さんへメッセージ

元気で仲良くしてね。スポーツに勉強頑張ってね。

&NewsNews TopicsTopicsニュース トピックス

い
ち
ご
パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

生
産
者
の
労
力
軽
減
と
所
得
増
大
へ
向
け
て

Ｊ
Ａ
伊
万
里
は
３
月
30
日
に
園
芸
流
通
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
で
、
い
ち
ご
パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ン

タ
ー
竣
工
式
を
開
き
、
い
ち
ご
部
会
員
や
Ｊ
Ａ
役
職
員
、
行
政
、
工
事
関
係
者
ら
約
40
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

竣
工
式
に
先
立
ち
神
事
が
執
り
行
わ
れ
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
の
安
全
操
業
を
祈
願
し

ま
し
た
。

田
代
組
合
長
は
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
に
よ
り
、
時
間
と
労
力
が
か
か
る
パ
ッ

ク
詰
め
作
業
を
軽
減
し
、
そ
の
分
を
管
理・生
産
作
業
に
注
力
で
き
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

い
ち
ご
生
産
の
拡
大
、
生
産
者
所
得
増
大
に
向
け
最
大
限
活
用
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

式
の
中
で
施
設
の
起
動
式
、
内
覧
会
が
あ
り
、
機
械
設
備
の
確
認
や
い
ち
ご
が
流
れ
る
様

子
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
は
１
時
間
当
た
り
最
大
１
０
０
０
パ
ッ
ク
処
理
可
能
で
、
消

費
地
か
ら
の
様
々
な
規
格
要
望
に
柔
軟
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

荷
受
か
ら
出
荷
販
売
ま
で
の
一
連
の
選
果
業
務
に
則
り
、
選
果
作
業
の
効
率
化
と
品
質
向
上

を
目
指
し
ま
す
。

▲出席いただいた皆様で記念写真

▲白山神社（南波多町）宮司による神事

▲起動式で起動ボタンを押す田代組合長㊧
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事
業
推
進
大
会
・コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
会

牡牛座
（4/20〜5/20）

【全体運】多少の無理も通る月です。それだけにフォローも忘れずに。相手にちゃんとお礼の気持ちを伝えて好調運をキープ
【健康運】友人とスポーツを楽しんで。外食も◎　　【幸運を呼ぶ食べ物】カブ

&NewsNews TopicsTopicsニュース トピックス

活
発
な
部
会
活
動
の
展
開
を

日
頃
の
農
作
業
の
疲
れ
を
癒
す

Ｊ
Ａ
伊
万
里
き
ゅ
う
り
部
会
（
辻
健
太
郎
部
会
長
）
は
４
月
11
日
に
本
所
で
通
常
総
会
を

開
き
、
部
会
員
や
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
約
60
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
は
部
会
員
、
取
引
市
場
及
び
関
係
機
関
の
協
力
に
よ
り
出
荷
量
２
２
８
９
ト

ン
、
販
売
金
額
約
５
億
５
２
０
０
万
円
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。
辻
部
会
長
は
「
５
年
度
は

新
規
就
農
者
の
増
加
や
低
コ
ス
ト
耐
候
性
ハ
ウ
ス
建
設
に
よ
り
栽
培
面
積
も
増
加
す
る
こ
と

梅
部
会
の
女
性
部
員
で
構
成
す
る
「
笑
お
う
会
」（
木
須
景
子
会
長
）
は
３
月
28
日
に
国

見
台
公
園
で
花
見
会
を
開
き
、
会
員
11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
伊
万
里
は
４
月
12
日
に
本
所
で
令
和
５
年
度
事
業
推
進
大
会
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

研
修
会
を
開
き
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
約
１
６
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
田
代
組
合
長
は
職
員
に
対

し
「
常
に
Ｊ
Ａ
職
員
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
行
動
し
、
組
合
員
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ

て
事
業
推
進
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
伊
万
里
は
３
月
24
、
27
日
の
両
日

に
伊
万
里
市
と
有
田
町
の
教
育
委
員
会
を

訪
問
し
、
反
射
材
付
傘
と
下
敷
き
を
贈
呈

し
ま
し
た
。傘
は
Ｊ
Ａ
全
共
連
佐
賀
か
ら
、

下
敷
き
は
佐
賀
県
農
政
協
議
会
か
ら
県
内

小
学
校
に
今
春
入
学
す
る
新
１
年
生
に
対

し
贈
っ
た
も
の
で
す
。

新
小
学
１
年
生
に
反
射
材
付
傘
と
下
敷
き
の
贈
呈

き
ゅ
う
り
部
会
通
常
総
会

﹁
笑
お
う
会
﹂花
見
会

事
業
目
標
達
成
へ
一
丸

交
通
安
全
と
朝
ご
は
ん
の
大
切
さ
を
学
ぶ
き
っ
か
け
に

で
年
間
販
売
高
に
も
期
待
が
持
て
る
。
栽
培
研
修
会
等
も
積
極

的
に
実
施
し
、
部
会
活
動
が
よ
り
一
層
活
発
に
な
る
よ
う
部
会

員
の
皆
様
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

同
部
会
は
５
年
度
の
重
点
実
施
事
項
と
し
て
、
研
修
会
へ
の

積
極
的
な
参
加
や
作
型
別
の
適
正
な
栽
培
管
理
、
取
引
市
場
へ

の
的
確
な
計
画
出
荷
・
有
利
販
売
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

当
日
は
晴
天
の
中
、
絶
好
の
お
花
見
日
和
と
な
り

満
開
の
桜
の
花
を
見
な
が
ら
談
笑
し
、
日
頃
の
梅
栽

培
作
業
の
労
を
癒
し
て
い
ま
し
た
。

同
会
は
梅
の
加
工
品
の
企
画
や
観
梅
会
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
時
の
出
店
販
売
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
元
年

度
の
活
動
を
も
っ
て
解
散
し
た
「
い
ま
り
梅
加
工
研

究
会
」
の
会
員
ら
で
結
成
。
引
き
続
き
梅
の
消
費
拡

大
に
向
け
た
取
り
組
み
や
会
員
間
の
親
睦
を
目
的
に

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
会
で
は
各
部
門
責
任
者
に
よ
り
今
年
度
の
事
業
計
画

の
説
明
を
行
い
、
Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て
の
責
任
と
自
覚
を
持

ち
全
部
門
で
の
事
業
目
標
達
成
を
確
認
し
ま
し
た
。

続
け
て
行
わ
れ
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
会
で
は
、

法
令
等
遵
守
の
徹
底
、
日
常
的
な
業
務
・
生
活
の
中
で
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す
る
意
識
を
心
掛
け
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

田
代
組
合
長
が
「
交
通
安
全
と
朝
ご
は
ん
の
大
切
さ
を
学
ぶ
き
っ
か
け
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
」
と
挨
拶
し
、
両
市
町
の
教
育
長
へ
傘
と
下
敷
き
を
手
渡
し
ま
し
た
。

傘
と
下
敷
き
は
管
内
の
全
小
学
校
19
校
（
伊
万
里
特
別
支
援
学
校
含
む
）
で
入
学
式
な
ど

を
通
じ
児
童
へ
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▲訓示をする田代組合長

▲24日、伊万里市教育委員会

▲27日、有田町教育委員会

▲花見会に参加した皆さん

▲挨拶をする辻部会長
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双子座
（5/21〜6/21）

【全体運】気持ちが焦っても前半はセーブ気味に動きましよう。チャンスは下旬に到来。これまでの準備が生きてきます
【健康運】タンパク質を多めに。運動で筋力アップを　　【幸運を呼ぶ食べ物】クレソン

&NewsNews TopicsTopicsニュース トピックス

高
品
質
・
多
収
生
産
で
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
安
定
供
給
を

Ｊ
Ａ
伊
万
里
は
４
月
４
日
に
本
所
で
、
令
和
５
年
産
飼
料
用
米
専
用
品
種
『
ミ
ズ
ホ
チ
カ

ラ
』
の
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。
品
種
の
特
性
を
最
大
限
に
生
か
し
倒
伏
に
強
く
多
収
量
を

目
指
す
べ
く
、
生
産
者
や
行
政
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
約
50
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
伊
万
里
玉
葱
部
会
（
川
棚
育
夫
部
会
長
）
は
４
月
14
日
に
本
所
で
通
常
総
会
・
出
荷

販
売
会
議
を
開
き
、
部
会
員
や
Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
約
１
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

玉
葱
部
会
通
常
総
会
・
出
荷
販
売
会
議

飼
料
用
米﹃
ミ
ズ
ホ
チ
カ
ラ
﹄栽
培
研
修
会

周
年
供
給
体
制
の
確
立
へ
向
け
邁
進

営
農
振
興
課
の
石
戸
勉
係
長
は
「
令
和
４
年
産
は
台
風
被
害

な
ど
の
影
響
で
平
均
反
収
は
減
少
し
た
が
、
世
界
情
勢
の
逼
迫

の
中
、
米
・
麦
・
飼
料
米
等
の
穀
類
の
基
盤
で
あ
る
水
田
農
業

の
生
産
体
制
強
化
と
、
需
要
に
応
え
る
べ
く
長
期
安
定
的
供
給

の
た
め
、生
産
量
拡
大
を
図
る
必
要
が
あ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
や
種
子
の
取
扱
い
、
種
苗
法

の
遵
守
な
ど
の
話
が
あ
り
生
産
者
は
担
当
者
の
説
明
に
真
剣
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

令
和
４
年
産
は
Ｌ
玉
中
心
の
階
級
で
品
質
も
良
好
に
推
移
し
、
北

海
道
産
を
は
じ
め
と
す
る
国
内
の
供
給
量
不
足
の
影
響
も
あ
り
、
販

売
単
価
２
１
２
円
／
㎏
（
前
年
比
２
５
０
％
）
と
例
年
に
な
い
高
単

価
と
な
り
ま
し
た
。
５
年
産
は
「
高
品
質
な
玉
葱
の
安
定
生
産
」
と

「
計
画
的
な
集
荷
・
出
荷
」
な
ど
に
取
り
組
み
、
秋
播
き
玉
葱
と
冬

採
玉
葱
の
組
み
合
わ
せ
で
の
周
年
供
給
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

出
荷
販
売
会
議
で
は
、
べ
と
病
な
ど
の
病
害
虫
の
防
除
対
策
や
今

後
の
管
理
方
法
の
説
明
が
あ
り
、
出
荷
の
際
の
品
種
別
出
荷
期
限
や

共
同
選
果
要
領
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

▲総会議案の採決を行う出席者

▲担当者の説明に耳を傾ける生産
者ら

前年からの
価格上昇分

肥料価格高騰対策支援事業（令和４年度県補正予算）について

昨年は、国際情勢の緊迫化や急激な円安などにより生産資材価格が高騰し、
国や県で様々な高騰対策支援事業が措置されました。

肥料については、農林水産省が化学肥料の使用低減に取り組む農業者に肥
料コスト上昇分の一部を支援する事業を創設。県においても、秋秋肥肥について
国の支援に連動した県独自の支援金上乗せ等の支援が実施されました。

令和４年度２月の県補正予算においては、春春肥肥を対象とした肥料価格高騰
対策支援事業が措置されましたので、ご紹介します。

化学肥料を低減させるまでの緩和措置と
して春肥（令和４年11月～令和５年5月分）
について、肥料費上昇分の一部を助成

化学肥料使用の１割削減を前提に、
秋肥及び春肥（令和４年６月～令和５
年５月分）について、肥料費上昇分の
一部を助成

国の支援 県の支援

化学肥料の使用低減に取り組む農業者が対象

＜春肥の追加支援＞

国が求める肥料使用量

１割低減には時間がかか

ることから、国の支援と

合わせて価格上昇分の

７割支援ができるように

県独自に上乗せ
７割

３割

７割

３割

国支援

農家負担

県県支支援援

国支援

農家負担

農家による
１割低減

国国のの支支援援 国国＋＋県県のの支支援援

肥料価格高騰対策支援事業（令和４年度県補正予算）について
昨年は、国際情勢の緊迫

化や急激な円安などにより
生産資材価格が高騰し、国
や県で様々な高騰対策支援
事業が措置されました。

肥料については、農林水
産省が化学肥料の使用低減
に取り組む農業者に肥料コ
スト上昇分の一部を支援す
る事業を創設。県において
も、秋肥について国の支
援に連動した県独自の支援
金上乗せ等の支援が実施さ
れました。

令和４年度２月の県補正
予算においては、春肥を
対象とした肥料価格高騰対
策支援事業が措置されまし
たので、ご紹介します。
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蟹座
（6/22〜7/22）

【全体運】苦しい状況から脱出の兆しが見えています。諦めていたことも再交渉してみる価値あり。いろいろな見直しを
【健康運】早朝の散歩がお勧め。頭のマッサージも◎　　【幸運を呼ぶ食べ物】シイタケ

【
営
農
畜
産
】

①
組
合
員
の
多
く
が
水
稲
を
作
付

し
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も
米
集
荷
運

動
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
の

米
価
の
動
向
は
ど
う
な
る
の

か
？

︵
回
答
︶
不
安
定
な
世
界
情
勢
お

よ
び
今
後
食
料
不
足
が
予
測
さ

れ
る
中
で
米
以
外
の
穀
類
の
価

格
上
昇
は
既
に
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
︒
米
に
つ
い
て
は
︑
消
費

の
減
退
や
多
種
多
様
な
食
料
状

況
の
中
で
今
後
の
米
価
は
先
行

き
不
透
明
で
あ
る
状
況
で
す
︒

Ｊ
Ａ
と
し
て
も
米
消
費
拡
大
や

国
︑
県
等
の
行
政
を
通
じ
安
定

し
た
米
価
と
な
る
よ
う
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
︒

②
直
売
所
出
荷
の
農
産
物
に
お
い

て
も
肥
料
・
農
薬
の
高
騰
な
ど

に
よ
り
、
コ
ス
ト
低
減
に
向
け

て
専
門
性
の
あ
る
指
導
を
行
っ

て
欲
し
い
。

︵
回
答
︶
各
直
売
所
に
お
い
て
会

員
向
け
に
作
物
栽
培
研
修
会
を

開
催
し
て
お
り
︑
種
苗
会
社
よ

り
指
導
を
受
け
て
お
り
ま
す
︒

そ
の
研
修
会
に
営
農
指
導
員
の

出
席
を
呼
び
か
け
る
等
︑
適
正

な
施
肥
基
準
や
肥
料
農
薬
等
コ

ス
ト
削
減
策
に
つ
い
て
提
案
で

き
る
体
制
を
確
立
し
ま
す
︒

③
肥
料
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
堆

肥
の
需
要
が
高
ま
る
と
思
う

が
、
配
達
や
散
布
な
ど
も
う
少

し
融
通
の
利
く
体
制
を
お
願
い

し
た
い
。（
散
布
機
の
導
入
等
）

︵
回
答
︶
肥
料
高
騰
等
に
よ
り
堆

肥
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る

中
︑
散
布
機
の
マ
ニ
ア
ス
プ
レ

ッ
タ
ー
を
新
規
に
導
入︵
Ｒ
５
︑

令
和
４
年
度 

春
期
営
農
座
談
会
Ｑ
＆
Ａ

令
和
４
年
度
春
期
営
農
座
談
会
が
１
月
下
旬
か
ら
２
月
下
旬
に
か

け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
中
で
皆
様
か
ら
頂
い
た
貴
重
な
ご
意
見・

要
望
に
つ
い
て
、
十
分
に
検
討
を
行
い
今
後
の
事
業
運
営
に
反
映
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
こ
で
は
そ
の
中
か
ら
、
主
な
も
の
に
つ
い
て
お
答
え
し
た
も
の

を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

３
月
導
入
︶
し
ま
し
た
の
で
︑

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
力

し
ま
す
︒
※
尚
︑
配
達
及
び
散

布
に
つ
い
て
は
散
布
時
期
が
集

中
し
ま
す
の
で
︑
早
め
の
ご
注

文
を
お
願
い
致
し
ま
す
︒

【
経
済
】

①
農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
・
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
の
回
収
に
つ
い

て
、
回
収
場
所
・
時
間
が
決
め

ら
れ
て
い
る
が
指
定
の
場
所
以

外
に
持
ち
込
む
こ
と
は
出
来
な

い
の
か
。

︵
回
答
︶
回
収
時
の
混
雑
軽
減
の

た
め
回
収
日
・
時
間
・
対
象
地

区
を
決
め
て
お
り
ま
す
が
変
更

を
希
望
さ
れ
る
利
用
者
に
つ
い

て
は
事
前
に
各
営
農
セ
ン
タ
ー

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
︒

②
給
油
所
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

（
Ｊ
Ａ
カ
ー
ド
等
）
支
払
い
を

し
た
場
合
に
購
買
取
引
明
細
書

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な

い
の
か
。

︵
回
答
︶
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を

使
用
し
た
場
合
は
︑
ク
レ
ジ
ッ

ト
会
社
と
の
取
引
と
な
り
ま
す

の
で
購
買
取
引
明
細
書
に
シ
ス

テ
ム
上
反
映
さ
せ
る
事
が
出
来

ま
せ
ん
︒
申
告
等
に
必
要
な
場

合
は
︑
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら

送
付
さ
れ
て
い
る
明
細
書
の
保

管
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
︒

【
金
融
】

①
貯
ま
る
く
ん
の
利
用
率
が
高
い

の
で
あ
れ
ば
、
稼
働
日
を
増
や

し
て
欲
し
い
。

︵
回
答
︶
移
動
金
融
店
舗
車
︵
貯

ま
る
く
ん
︶に
つ
き
ま
し
て
は
︑

２
台
体
制
に
よ
り
管
内
５
か
所

で
営
業
し
て
い
ま
す
︒
今
後
も

一
日
あ
た
り
の
利
用
者
数
等
を

考
慮
し
な
が
ら
︑
効
率
的
な
運

行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
︒

【
総
務
】

①
Ｊ
Ａ
合
併
し
た
ら
、
ど
の
よ
う

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
、
ま

た
、
伊
万
里
と
し
て
は
３
年
後

に
す
る
の
か
。

︵
回
答
︶
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
は
︑
県
域
と
し
て
の
一
体
的

取
組
︑
重
複
部
門
の
合
理
化
︑

効
率
的
な
事
業
運
営
に
よ
る
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
︑
財
務
基
盤
の
強

化
に
よ
り
︑
持
続
的
な
営
農
支

営
農
畜
産
部

経
済
部

金
融
共
済
部

総
務
部

援
機
能
等
の
維
持
・
向
上
な
ど

が
あ
り
ま
す
︒
ま
た
︑
合
併
に

つ
い
て
は
︑
春
期
営
農
座
談
会

で
Ｊ
Ａ
合
併
構
想
に
関
す
る
ご

意
見
・
ご
要
望
を
提
出
頂
い
て

お
り
ま
す
の
で
︑
そ
の
内
容
を

含
め
十
分
に
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
︒

②
農
繁
期
の
時
だ
け
で
も
い
い
の

で
、
北
部
・
西
部
支
所
を
土
日

に
開
け
て
欲
し
い
。

︵
回
答
︶
現
在
の
日
直
に
お
い
て

は
︑
営
農
セ
ン
タ
ー
及
び
資
材

店
舗
等
の
５
ヵ
所
で
営
業
し
て

い
ま
す
︒
利
用
度
・
合
理
化
・

効
率
化
面
を
考
慮
し
︑
現
在
の

体
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
︒ 

今
後
︑ 

組
合
員
に
と
っ
て
の
利

便
性
を
考
慮
し
︑
営
農
セ
ン
タ

ー
及
び
資
材
店
舗
等
の
全
体
を

通
じ
て
の
日
直
対
応
を
検
討
い

た
し
ま
す
︒

③
早
期
警
戒
制
度
と
は
何
か
。

︵
回
答
︶
監
督
行
政
が
﹁
現
在
の

収
支
・
財
務
実
績
﹂
だ
け
で
な

く
︑
将
来
に
わ
た
る
経
営
の
健

全
性
に
つ
い
て

Ｊ
Ａ
を
監
視
す

る
制
度
で
す
︒
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獅子座
（7/23〜8/22）

【全体運】油断は禁物。うまくいっているときこそ慎重に動きましょう。助けてくれる人への感謝の気持ちも忘れずに
【健康運】けがに気を付けて。認知症予防の運動にツキ　　【幸運を呼ぶ食べ物】ジャガイモ

新
緑
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
益
々
ご
清

栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。私
こ
と
、

こ
の
度
３
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
定
年
退
職
い

た
し
ま
し
た
。
昭
和
60
年
に
入
組
以
来
38
年
の

永
き
に
わ
た
り
勤
め
る
こ
と
が
で
き
、
Ｊ
Ａ
事

業
活
動
を
通
じ
て
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
貴
重

な
体
験
を
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に

組
合
員
・
役
職
員
皆
様
の
温
か
い
ご
指
導
と
ご

支
援
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

在
職
中
は
、
統
合
前
の
支
所
・
出
張
所
を
含

め
６
支
所
１
出
張
所
、
本
所
で
は
、
総
務
・
営

農
・
金
融
・
監
査
部
門
と
総
合
農
協
で
あ
る
ほ

と
ん
ど
の
業
務
を
担
当
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

特
に
、
営
農
部
門
で
は
穀
類
の
販
売
精
算
担

当
と
し
て
通
算
11
年
程
携
わ
り
、
多
く
の
生
産

者
や
関
係
機
関
・
業
者
の
方
々
と
関
わ
る
事
が

で
き
有
意
義
な
仕
事
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
経
験
を
活
か

し
、
微
力
な
が
ら
地
域
お
よ
び
農
協
の
発
展
に

寄
与
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

農
業
・
農
協
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
ご
存
じ

の
と
お
り
依
然
に
も
増
し
て
厳
し
い
課
題
が
あ

る
状
況
で
す
。
こ
の
難
局
を
組
合
員
・
役
職
員

が
一
体
と
な
り
乗
り
越
え
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
・
役
職
員
の

新
緑
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
私
こ
と
、
３
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
定

年
退
職
い
た
し
ま
し
た
。
昭
和
63
年
に
入
組
以

来
、
35
年
の
長
き
に
わ
た
り
大
過
な
く
今
日
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
の
は
組
合
員
及
び
役
職
員
の

皆
様
の
ご
指
導
と
ご
支
援
の
賜
物
と
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

Ａ
コ
ー
プ
の
青
果
部
門
担
当
を
皮
切
り
に
広

報
担
当
、
貯
金
窓
口
や
金
融
渉
外
、
資
材
係
、

共
済
渉
外
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
業
務
を
通
じ
、

た
く
さ
ん
の
組
合
員
の
方
々
と
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、終
盤
４
年
間
は
伊
万
里
支
所
、

北
部
支
所
の
支
所
長
と
し
て
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
両
支
所
の
組
合
員
の
方
々
も
地

区
外
か
ら
来
た
私
を
温
か
く
迎
え
、
ご
支
援
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。農

業
・
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農
業
者

の
高
齢
化
の
進
行
や
世
界
情
勢
の
変
化
に
よ
り

新
緑
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
益
々
ご
清

栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。私
こ
と
、

こ
の
度
３
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
定
年
退
職
を

致
し
ま
し
た
。
平
成
３
年
入
組
以
来
31
年
の
長

き
に
わ
た
り
組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
役
職

員
の
方
々
の
各
別
な
る
ご
高
配
と
ご
指
導
を
頂

き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

在
職
中
は
、
川
内
野
事
業
所
を
皮
切
り
に
滝

野
出
張
所
、
東
山
代
・
二
里
・
山
代
東
部
・
松

浦
・
伊
万
里
支
所
、
途
中
に
本
所
勤
務
も
ご
ざ

い
ま
し
た
が
、
最
後
は
新
し
い
西
部
支
所
で
過

ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
各
地
区
の
組
合
員
の

皆
様
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
皆

様
の
お
か
げ
で
今
日
が
あ
る
こ
と
を
感
謝
い
た

し
ま
す
。
思
い
起
こ
せ
ば
昨
年
開
所
し
た
西
部

支
所
と
建
設
当
初
に
勤
務
し
た
滝
野
出
張
所
以

外
の
勤
務
し
た
支
所
は
閉
所
や
解
体
と
な
り
寂

し
く
思
い
ま
す
。

農
業
・
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
高
齢
化
や

後
継
者
・
人
手
不
足
、
生
産
資
材
の
価
格
高
騰

な
ど
大
変
厳
し
い
状
況
下
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
組
合
員
・
役
職
員
が
知
恵
を
出
し
合
い
難

局
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
Ｊ
Ａ
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

春
暖
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

私
こ
と
、
こ
の
度
令
和
５
年
３
月
31
日
を
も

ち
ま
し
て
定
年
退
職
い
た
し
ま
し
た
。
昭
和
56

年
入
組
以
来
、
42
年
の
永
き
に
わ
た
り
今
日
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
組
合
員
の
皆
様
を
は
じ

め
、
役
職
員
の
皆
様
の
温
か
い
ご
指
導
と
ご
支

援
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

在
職
中
は
西
有
田
農
協
資
材
配
送
係
を
皮
切

り
に
、
平
成
15
年
に
は
５
Ｊ
Ａ
合
併
と
な
り
共

済
事
故
担
当
、
旅
行
セ
ン
タ
ー
、
共
済
渉
外
Ｌ

Ａ
、
本
所
、
松
浦
、
二
里
、
西
有
田
支
所
等
に

従
事
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

途
中
、
幾
度
と
な
く
挫
折
す
る
の
で
は
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
周
り
の
方
か
ら
助

言
、
支
え
が
あ
り
ま
し
た
。
支
所
勤
務
で
は
松

浦
、
二
里
、
西
有
田
支
所
の
組
合
員
の
方
々
に

お
世
話
に
な
り
温
か
い
支
援
・
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
生

産
組
合
長
研
修
旅
行
（
日
光
・
東
京
）
や
農
業

祭
り
で
は
、
女
性
部
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ

て
踊
り
出
演
し
た
こ
と
が
支
所
の
思
い
出
で

す
。
経
済
事
業
（
10
年
）
共
済
事
業
（
14
年
）

Ａ
コ
ー
プ
（
14
年
）
支
所
（
４
年
）
と
Ｊ
Ａ
事

業
活
動
を
通
し
て
組
合
員
と
の
対
話
・
信
頼
を

大
切
に
す
る
こ
と
で
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
貴

重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
が
自
分

へ
の
財
産
、
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

前 

監
査
室
長前

田
　
豊

前 

北
部
支
所
長

岩
永
　
和
宏

前 

西
部
支
所
長

松
尾
　
和
彦

前 

西
有
田
支
所
長

佐
藤
　
年
宏

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
退
職
の
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

本
当
に
長
い
間
お
世
話
に
な
り
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厳
し
い
状
況
が
続
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の

難
局
を
組
合
員
・
役
職
員
が
手
を
取
り
合
っ
て

乗
り
越
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。最

後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
及
び
役
職
員

の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上

げ
、
退
職
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

長
い
間
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

最
後
に
組
合
員
・
役
職
員
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
退
職
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。
長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
伊
万
里
は
、
３
月
31
日
に
退
職
者
辞
令
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。

定
年
退
職
を
さ
れ
た
７
名
の
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
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（
　
）
内
は
旧
所
属
部
署
　（
敬
称
略
）

管
理
職
以
上
　
　
４
月
１
日
付

•

監
査
室
長
（
金
融
共
済
部
長
）	

	

池
田
　
　
修

•

金
融
共
済
部
長
（
中
央
支
所
長
）	

	

木
須
　
久
之

•

総
務
課
長
（
佐
賀
県
農
業
協
同
組
合

中
央
会
よ
り
出
向
）	

山
嵜
　
康
史

•

畜
産
課
長
（
同
課
畜
産
指
導
係
長
）	

	

田
中
　
智
広

•

ふ
れ
あ
い
生
活
課
長
（
同
課
生
活
資

材
・
渉
外
係
長
）	

栗
田
　
憲
一

•

中
央
支
所
長
（
総
務
課
長
）	

	

前
田
　
直
人

•
北
部
支
所
長
（
東
部
支
所
長
）	

	

松
尾
　
和
重

•
西
部
支
所
長
（
ふ
れ
あ
い
生
活
課
長
）	

	

飛
松
　
隆
司

•

東
部
支
所
長
（
畜
産
課
長
）	
	

丸
尾
　
俊
裕

•

西
有
田
支
所
長
（
同
支
所
営
農
指
導

渉
外
係
長
Ｔ
Ａ
Ｃ
）	
山
口
　
克
彦

他
異
動
者
に
つ
い
て
は
、
組
織
機
構
図

（
別
紙
）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

乙女座
（8/23〜9/22）

【全体運】ようやく日の目を見ることができそう。苦労が報われる予感です。多少のことは大目に見るのも開運のこつ
【健康運】運動は一緒に頑張る仲間をつくると効果倍増　　【幸運を呼ぶ食べ物】ニンニク

市
場

レ
ポ
ー
ト

～ 

令
和
５
年
産
伊
万
里
ス
モ
モ

販
売
ス
タ
ー
ト 

～

令
和
５
年
度
を
迎
え
早
く
も
一
ヶ
月
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
本
年
産
伊
万
里
ス
モ
モ

の
出
荷
販
売
が
ま
も
な
く
始
ま
り
ま
す
。
本
年

産
の
計
画
目
標
は
数
量
30
㌧
（
前
年
比
１
２
４

％
）、
販
売
高
２
７
，
０
０
０
千
円
（
前
年
比

１
１
４
％
）
以
上
を
掲
げ
生
産
者
、関
係
機
関
、

Ｊ
Ａ
が
一
丸
と
な
り
目
標
必
達
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

伊
万
里
ス
モ
モ
は
、
出
荷
時
期
順
に
「
大
石

早
生
」「
ソ
ル
ダ
ム
」「
貴
陽
」
と
主
要
の
３
品

種
が
あ
り
、そ
の
他「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
」「
太
陽
」「
サ

ン
タ
ロ
ー
ザ
」「
サ
マ
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル
」「
バ
イ

オ
チ
ェ
リ
ー
」
な
ど
多
数
の
品
種
が
あ
り
７
月

ま
で
続
き
ま
す
。
生
産
者
６
名
と
少
数
で
す
が

一
致
団
結
し
て
お
り
、
販
売
先
か
ら
の
突
発
的

な
要
望
に
も
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
高
品

質
で
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
生
産
者
自
身

が
パ
ッ
ク
詰
め
を
行
な
う
「
個
選
」
出
荷
で
し

た
が
、
昨
年
よ
り
従
業
員
に
よ
る
パ
ッ
ク
詰
め

の
「
共
選
」
と
組
み
合
わ
せ
た
出
荷
を
行
な
い

ま
し
た
。
最
も
負
担
が
大
き
い
時
期
の
作
業
軽

減
と
、
今
後
の
生
産
量
増
加
に
向
け
て
の
取
り

組
み
を
本
年
度
以
降
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

ス
モ
モ
は
ピ
ー
ク
時
に
は
、
２
，
０
０
０
パ

ッ
ク
（
８
０
０
㎏
／
日
量
）
ほ
ど
が
出
荷
さ
れ

ま
す
。
収
穫
か
ら
追
熟
（
着
色
）
す
る
ス
ピ
ー

ド
が
早
く
、
ほ
と
ん
ど
色
が
回
っ
て
い
な
い
一

分
着
色
を
主
に
関
東
、
そ
れ
以
上
に
着
色
が
進

ん
で
い
る
も
の
は
関
西
や
九
州
管
内
の
市
場
に

出
荷
し
ま
す
。
伊
万
里
産
大
石
早
生
は
他
産
地

よ
り
も
い
ち
早
く
販
売
が
始
ま
り
、
主
要
産
地

で
あ
る
山
梨
、
長
野
、
和
歌
山
産
が
出
始
め
る

こ
ろ
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
た
め
、
早
期
の
有
利

販
売
が
可
能
な
品
種
で
す
。
他
産
地
の
大
石
早

生
が
出
回
る
６
月
初
旬
に
伊
万
里
産
は
ソ
ル
ダ

ム
の
販
売
に
移
り
ま
す
。
６
月
下
旬
か
ら
は
人

気
品
種
の
貴
陽
に
替
わ
り
ま
す
が
、
貴
陽
は
生

産
管
理
が
非
常
に
難
し
く
、
年
に
よ
っ
て
収
量

の
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
す
。
事
前
の
小
ま
め
な

数
量
確
認
と
綿
密
な
出
荷
計
画
を
も
と
に
慎
重

な
販
売
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ス
モ
モ
は
同
時
期
に
販
売
さ
れ
る
桃
や
ハ
ウ

ス
み
か
ん
に
比
べ
消
費
者
の
認
知
度
は
低
い
で

す
が
、
売
り
場
を
広
げ
正
面
の
棚
に
並
ぶ
よ
う

働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。
ス
モ
モ
は
完
熟
す
る

と
果
汁
も
豊
富
で
甘
み
も
強
く
、
食
味
に
優
れ

他
の
果
実
に
も
決
し
て
引
け
を
取
り
ま
せ
ん
。

漢
字
に
す
る
と
「
李
」
で
す
が
、
俳
優
の
松
坂

桃
李
（
本
名
）
さ
ん
の
名
前
に
も
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
松
坂
さ
ん
の
よ
う
に
皆
さ
ん
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
地
元
で
あ
る
佐
賀
青
果
、
伊
万

里
青
果
で
の
積
極
的
な
販
売
の
依
頼
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
伊
万
里
管
内
の
直
売
所
で
も
５
月

～
７
月
の
間
、
数
多
く
の
ス
モ
モ
が
店
頭
に
並

び
ま
す
。
直
売
所
へ
お
越
し
の
際
は
是
非
一
度

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

伊
万
里
産
果
実
は
種
類
も
多
く
、
ス
モ
モ
は

充
分
な
伸
び
し
ろ
と
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
可
能
性

を
持
っ
て
い
ま
す
。
常
に
市
場
の
販
売
状
況
と

他
産
地
動
向
の
把
握
に
努
め
、
先
を
見
据
え
た

販
売
を
行
な
い
ま
す
。
生
産
・
販
売
に
お
い
て

も
ま
だ
ま
だ
や
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
既
存

の
販
売
ス
タ
イ
ル
や
出
荷
形
態
に
と
ら
わ
れ

ず
、
新
し
い
取
り
組
み
を
実
践
す
る
等
、
常
に

挑
戦
す
る
気
持
ち
を
持
ち
販
売
業
務
に
邁
進
し

ま
す
。

園
芸
流
通
セ
ン
タ
ー　

浦
本
桂
介

前 

生
産
資
材
課

浦
田
　
重
美

前 

西
有
田
支
所

江
口
　
泰
彦

前 

西
有
田
支
所

田
渕
　
伊
砂
子

事
業
再
構
築
に
よ
っ
て
支
所
統
廃
合
が
あ
り
、

松
浦
と
二
里
が
閉
所
に
な
り
、
組
合
員
の
皆
様

へ
力
添
え
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
在
職
中
の

一
番
心
苦
し
い
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

今
後
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農
業
者

の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
農
業
資
材
の
高
騰

な
ど
の
影
響
を
受
け
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
が
、
こ
の
難
局
を
組
合
員
・
役
職
員

が
一
体
と
な
っ
て
乗
り
越
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
退
職
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
本
当
に
長
い
間
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

３
月
31
日
付
（
敬
称
略
）

原
　
田
　
　
　
怜
（
前 

監
査
室
）

北
　
川
　
愛
　
夏
（
前 

総
務
部
付
）

池
　
田
　
美
　
和
（
前 

西
部
支
所
）

池
　
田
　
美
　
緒
（
前 

東
部
支
所
）

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度  

人
事
異
動

人
事
異
動

依
願
退
職
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天秤座
（9/23〜10/23）

【全体運】周りの状況に振り回されがちですが、運気は次第に上昇。短気にならず丁寧に説明を。良好な結果を導けます
【健康運】一病息災。体をいたわって健康をキープ　　【幸運を呼ぶ食べ物】ウド

農作業だより農作業だより ５５月月
農 産
品 目 主要管理 管理のポイント

●水稲 早
期
作

【移植】 ・水温15℃以上になる4月20日頃から移植する。

【肥培管理】 ・5月中旬に追肥を施用する。（ケイ酸カリを30㎏/10ａ）

普
通
期

【消毒】 ・〈種子〉テクリードCフロアブル、スミチオン　　〈床土〉ダコレート 
※イモチ病対策はベンレートを使用する。

【播種】 ・湿籾160～180g／箱で播種を行ない、厚播きにならないようにする。

【育苗】 ・積み重ね育苗では芽が1㎝になったら広げ、タチガレエース液剤500倍をかん注し被覆材で被覆する。 
第1葉鞘高（一枚目の葉の下）が3㎝になったら被覆材をはずし、その後寒冷紗を被覆する。

●大麦 ○収穫 ・成熟期より2日後（麦水分25％以下）になってから収穫を行う。 
※各ライスセンターの稼働開始時期は下記の通りです。 
二里ライスセンター：5月上旬～、松浦ライスセンター：5月7日～

園 芸
品 目 主要管理 管理のポイント

●たまねぎ ○適期収穫（早生） ・L中心の収穫に心がけ風乾・天日干しを実施し、単価向上に繋げる。

○排水対策 
（中晩生）

・玉肥大期は樹勢低下で病気にかかりやすくなるので、排水溝整備の再確認をする。 
（雨水を停滞させない）

○病害虫防除 
（中晩生）

・〔5月上旬〕アグラー5,000倍＋フロンサイドSC1,000倍＋スミレックス1,000倍＋アグロスリン2,000倍
・一斉防除として〔収穫前日まで〕　アグラー5,000倍＋スミレックス1,000倍 

※防除に関する問い合わせは最寄りの営農センターまで。

●春かぼちゃ ○トンネル温度管理 ・基本的に、常時開放で管理する。 
ただし、降雨時の交配補助および病気発生の低減のため、トンネルは除去しないようにする。

○整枝・誘引 ・子づるは風で動かないよう割りばしや竹などで押え、一方方向に誘引する。（二本支立て）
・子づるから出る脇芽は、着果位置まで除去する。

○人工交配・着果 ・基本、8～13節を目標に、雌花開花当日の朝、人工交配を行う。 
（5節目以降は仮に残す。年によっては気候により着果位置がズレるため）

○病害虫防除 ・うどんこ病に注意。予防散布を心掛ける。ベフドー水和剤500倍

●いちご

○
本
圃
管
理

【温度管理・ 
品質向上対策】

・灰色カビ病の防除をしっかり行う。理想は月に2回防除。雨の日でもサイド換気を30分程行う。
・アフェットFL2,000倍、カンタスドライFL＋カリグリーン、プロパティフロアブル、ネクスターフロアブル、 

オルフィンフロアブル等
・ハウス内の下温対策のため、クレフノンやクールハウスを吹きつける。

【適期収穫】 ・収穫着色基準を遵守する。 
※いちごさんは、果皮がやわらかく、傷みが早いので、収穫着色基準を厳守！

【病害虫対策】 ・（ダニ）ダニオーテFL2,000倍
・（ダニ）ダブルフェースフロアブル5,000倍、グレーシア乳剤2,000倍
・（スリップス）スピノエース5,000倍、ディアナSL2,000倍

【かん水】 ・根が動き吸収量も多いので、かん水量は減らさない。いちごさんは、ほのかよりも多めの意識で。

○
親
株
管
理

【親株育成】 ・親株活着後、IB化成を株当り3粒入れる。キノンドーFLのかん注は根が活着してから行う。
・親株が充実し、太いランナーが発生してきたら残す。

【寒冷紗被覆】 ・いちごさんのタンソ病防除をしっかり行う。
・クラウンに水分がないとランナーが発生してこない。 

ポットの土が極端に乾かないように観察を心がける。

●アスパラガス ○立茎作業 ・直径1.0㎝～1.2㎝のものを立て、太い茎は収穫をする。
・間隔を20㎝くらい空けて、1mあたり13～15本立てる。

○温度・水管理 ・日中は20～25℃の管理を心掛ける。（低めにすることでがっしりとした強い親になる） 
※30℃以上になると穂先がヤケやすくなるため注意する。

・立茎中のかん水は、5～7日おき程度で行う。かん水過多は徒長と病気に繋がるため注意する。 
ビニールを変えたハウスは乾燥しやすいため、様子を見て間隔を縮める。

○病害虫防除 ・茎が柔らかい内に病気の予防防除を必ず行う。立茎開始から摘心まで7～10日おきに防除する。
・虫についてはしっかりと観察し、早期防除を心掛ける。（スリップス、アブラムシ、ダニ、ヨトウムシ）
・ハウス内外の除草をしっかり行ない害虫の発生源をなくす。

○摘芯・下肢整理 ・焦らず、葉が完全に開き、色が濃くなるまで摘芯を待つ。高さは120㎝～130㎝で枝数20本程度が理想。
・下枝は日光の確保のため適宜に採る。（株元から60㎝以下を除去）
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蠍座
（10/24〜11/22）

【全体運】あれこれ飛び込んできて右往左往しそうです。いいこともありますのでポジティブに考えて。人との和を大切に
【健康運】思い切り動き回って。スポーツも上達　　【幸運を呼ぶ食べ物】ナガイモ

農作業だより農作業だより ５５月月
果樹・特産
品 目 主要管理 管理のポイント

●梨 ○摘果 ・早期摘果による果実肥大を促進させる。
・結実状況をよく確認しながら行う。

○新梢管理 ・側枝基部から発生した枝の誘引と除去を行う。
・予備枝の1本立ち。

○ビニール除去 ・除去時期が遅くならないようにする。
・換気をこまめに行ない、日中の温度管理に注意する。

○病害虫防除 ・上旬……ユニックス顆粒水和2,000倍
・上旬……ナシヒメコン100本/反　または　コンフューザーNの設置150～200本／反
・中旬……ダイアジノン水和1,000倍＋チオノックFL500倍
・下旬……ディアナWDG10,000倍＋キノンドー1,000倍

●ぶどう ○新梢管理 ・混み過ぎた所の芽かぎを行い、花房に十分光が当たるようにする。
・新梢が30㎝程度伸びた頃から誘引を行う。（枝折れに注意）

○結実対策 ・早い花が咲きかけた頃にフラスター500倍を散布する。展葉10～11枚（開花始期まで）。
・キャップ落しを実施（2回／日）する。（枝たたきやトルキャップαの散布）

○花穂整形 ・開花の走りが見えたものから順次。12～13段（6～7㎝）のにぎり房で整形を行う。

○病害虫防除 ・展葉8～9枚……オンリーワンフロアブル2,000倍＋ほう砂1,000倍＋葉面マグ300倍
・開花前……ダントツ水溶剤2,000倍＋ペンコゼブフロアブル1,000倍＋ほう砂1,000倍＋葉面マグ

300倍
・開花始め……フルーツセイバー1,500倍

●みかん ○葉面散布 ・樹勢強化、緑化促進のため窒素主体の葉面散布を行う。

○病害虫防除 ・訪花害虫は、3～5分開花期にロディー乳剤2,000倍を散布。
・そうか病、灰色カビ病、黒点病は、落花期　ナリアWDG2,000倍＋ジマンダイセン水和600倍

○摘果剤の活用 
【間引き摘果】

・満開後20～40日（二次生理落果期）、温度が高い時に行う。
・ターム水溶剤1,500倍

●キウイフルーツ ○新梢管理 ・主枝、亜主枝上から発生した不定芽を中心に新梢の伸長を揃えるように処理する。

○環状はく皮 ・開花前20～25日頃に幅1㎝で主幹部に行う。

○摘芯 ・不定芽の摘芯を行ない樹勢を調整する。

○雄花採取 ・4分咲きの花を早朝採取し、葯取り機で採取する。
・開葯には1晩～1日は時間をかけ、高湿度に注意する。

○病害虫防除 ・5月下旬まで（開花～受粉終了後）　アプロード水和剤 1,000倍＋ロブラール水和 1,500倍

●梅 ○収穫・出荷 ・毛じがとれて、光沢が半分以上出てきた頃が収穫適期。
・収穫した後は自家選別を徹底する。

○病害虫防除 ・【5月上旬】 
黒星病、すす斑病、かいよう病……スコア顆粒水和3,000倍、加用マスタピース水和2,000倍

・【5月下旬】 
黒星病、すす斑病……オーシャインフロアブル2,000倍

●茶 ○適期摘採 ・良質茶の生産は「みる芽摘み」がポイント。凍霜害を受けた茶園では、絶対に被害葉を混入しない。 
品質重視の適期適採を心がける。

・一番茶摘採後10～12日目頃が刈り慣らし時期である。一番茶摘採の位置より深くならないよう注意し
て整枝を行う。

○防霜ファンの確認 ・防霜ファンの運転設定温度は4月中旬から6～7℃に設定。

○中切り更新 ・一番茶の芽の出方や品質を確認して芽伸び・品質が良くないと思ったら、計画的に更新を行う。 
更新は一番茶後速やかに行う。

○夏肥の施用 ・一番茶摘採2週間後、硫安を3袋/10ａ施用する。

○病害虫防除 【一番茶後防除】
・アプロードエースフロアブル　1,000倍 
（摘採前使用日数14日）　ウンカ、クワシロカイガラムシ

【臨機防除】
・アプロード水和剤　1,000倍……摘採前使用日数14日

○製造 ・昨年の課題、問題点を反省し、基本的製茶技術を再確認し、良質で欠点のない荒茶製造に努める。

畜 産
品 目 主要管理 管理のポイント

●肥育牛 ○管理のポイント ①導入後は、ワクチンの注射、ビタミン剤の投与とアイボメック等の散布を行う。
②導入後3ヵ月間は病気しやすいので観察をしっかり行う。
③導入後2～3ヵ月は腹作りを行なうために粗飼料を4㎏以上食い込ませる。
④群の中で弱い牛などがいる場合は、早めに別部屋に移す。
⑤一度に予定頭数を導入できなかった場合には、別々の部屋で管理をして除角などを行ない、一緒にす
る。（経営にあった素牛の導入）

⑥1頭1頭、個体管理の徹底を行う。
※今後、夏場に向けての管理については、畜舎内の換気、給水管理、個体観察等をこまめに行う。
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射手座
（11/23〜12/21）

【全体運】これで大丈夫と思っていたことに不足が生じるかも。一度出た結論が覆らないよう注意が必要です。下旬に好転
【健康運】無理は禁物。通常運転が健康維持のこつ　　【幸運を呼ぶ食べ物】フキ

私たち、ニューフェイスです!私たち、ニューフェイスです!
JA伊万里では、令和５年度新規採用職員として、８名が新たに仲間に加わりました。
皆様のご指導をよろしくお願いします。

▲組合長他役職員とともに写真撮影 ▲園芸流通センターでいちご出荷 ▲ふるさと村で品出し作業

原
は ら

田
だ

　幸
こ う

拓
た く

（22歳・伊万里町）
畜産課　畜産指導係

山
や ま

口
ぐ ち

　龍
りょう

馬
ま

（20歳・武雄市）
園芸特産課　野菜指導係

百
ひゃく

武
た け

　空
て ん

馬
ま

（20歳・松浦町）
園芸特産課　果樹特産指導係

後
ご

藤
と う

　凌
りょう

太
た

（21歳・有田町）
金融課　融資係

志
し

水
み ず

　海
か い

斗
と

（20歳・長崎県松浦市）
畜産課　畜産業務係

井
い

手
で

　誠
せ い

司
じ

（43歳・波多津町）
生産資材課　農機具センター

西
に し

山
や ま

　幸
こ う

希
き

（21歳・山代町）
生産資材課　農機具センター

松
ま つ

岡
お か

　則
の り

夫
お

（38歳・波多津町）
北部支所　資材係（SA）

Ｊ
Ａ
伊
万
里
は
４
月
３
日
、
本
所
で
令

和
５
年
度
入
組
式
を
開
き
、
新
採
職
員
８

名
に
辞
令
交
付
を
行
い
ま
し
た
。
希
望
に

胸
を
膨
ら
ま
せ
た
新
採
職
員
は
、
各
部
署

の
所
属
長
と
共
に
事
業
所
等
へ
配
属
さ
れ

ま
し
た
。

新
採
職
員
は
３
月
15
日
か
ら
約
２
週

間
、
中
央
会
に
よ
る
接
客
対
応
等
の
研
修

や
、
直
売
所
な
ど
の
現
場
研
修
を
通
し
て

社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
を
学
ん
で
き
ま

し
た
。

田
代
組
合
長
は
訓
示
で
「
社
会
人
と
し

て
元
気
に
挨
拶
を
行
い
、
組
合
員
の
皆
様

に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
仕
事
を
し
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

新
採
職
員
を
代
表
し
て
山
口
龍
馬
職
員

（
園
芸
特
産
課
）

が
「
Ｊ
Ａ
で
の
職

務
を
通
じ
豊
か
な

地
域
社
会
づ
く
り

に
貢
献
す
る
た

め
、
切
磋
琢
磨
し

頑
張
り
ま
す
。」

と
誓
い
の
言
葉
を

力
強
く
述
べ
ま
し

た
。

▲誓いの言葉を述べる山口職員

豊
か
な

地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献

令
和
５
年
度
入
組
式

就業前研修（3/15 ～ 30）で様々なJAの仕事を学びました。
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山羊座
（12/22〜1/19）

【全体運】運勢は大きく上昇し、全てのことが整い始めます。ゆっくりマイペースで動きましょう。自然と味方が集まるはず
【健康運】張り切り過ぎに注意。少しセーブして安泰　　【幸運を呼ぶ食べ物】ルッコラ

家庭
菜園

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

園
芸
研
究
家

成

松

次

郎

ケ
ー
ル
　
害
虫
の
予
防
を
万
全
に

青
汁
の
原
料
の
ケ
ー
ル
は
、
ベ
ー
タ
カ
ロ
テ
ン
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や
カ
リ
ウ
ム
な
ど
の
ミ
ネ
ラ

ル
、
食
物
繊
維
な
ど
栄
養
価
が
高
い
ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド

で
す
。

〔
栽
培
期
間
〕
ケ
ー
ル
は
冷
涼
な
気
候
を
好
み
、
生
育

適
温
は
20
度
前
後
で
す
が
高
温
や
低
温
に
強
く
、
中
間

地
で
は
７
月
上
旬
〜
８
月
上
旬
に
種
ま
き
す
れ
ば
、
２

ヵ
月
後
か
ら
翌
春
ま
で
長
期
に
収
穫
で
き
ま
す
。

〔
品
種
〕
葉
の
形
や
色
、
草
姿
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
品

種
群
が
あ
り
ま
す
。

•
コ
ラ
ー
ド
系
ケ
ー
ル

丸
み
の
あ
る
楕
円
（
だ
え
ん
）
形
の
葉
と
、
表
面
に

し
わ
の
な
い
こ
と
が
特
徴
。「
ジ
ュ
ー
シ
ー
グ
リ
ー
ン
」

（
増
田
採
種
場
）、「
ス
カ
イ
ク
ロ
ッ
プ
」（
タ
キ
イ
種
苗
）

な
ど
。

※関東南部以西の平たん地を基準に記事を作成しています。

き
、
植
え
穴
を
掘
り
、
穴
に
十
分
水
や
り
を
し
て
植
え

傷
み
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
（
図
３
）。

〔
追
肥
〕
植
え
付
け
の
１
ヵ
月
後
か
ら
、
２
週
間
置
き

に
株
の
周
り
に
化
成
肥
料
を
１
株
当
た
り
10ｇ
く
ら
い

ま
い
て
、
株
元
に
土
寄
せ
し
ま
す
。

〔
病
害
虫
の
防
除
〕
ヨ
ト
ウ
ム
シ
、
ア
オ
ム
シ
な
ど
が

多
い
の
で
、
植
え
付
け
時
か
ら
防
虫
ネ
ッ
ト
で
予
防
し

ま
し
ょ
う
。
農
薬
は
野
菜
類
ま
た
は
非
結
球
あ
ぶ
ら
な

科
葉
菜
類
の
登
録
農
薬
を
使
い
ま
す
。

〔
収
穫
〕
盛
ん
に

生
育
す
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
、
下
の

方
の
葉
か
ら
随
時

か
き
取
り
ま
す

（
図
４
）。

葉
は
細
長
く
、
細
か
く
縮
れ
、
葉
の
縁
が
裏
側
に
丸

ま
っ
て
い
ま
す
。

〔
苗
作
り
〕
少
量
の
苗
を
作
る
に
は
９
㎝
ポ
リ
ポ
ッ
ト

を
使
う
の
が
便
利
で
す
。
１
ポ
ッ
ト
当
た
り
３
、４
粒

を
ま
き
、
本
葉
２
、３
枚
で
１
株
に
な
る
よ
う
間
引
き
、

本
葉
４
、５
枚
の
苗
に
仕
上
げ
ま
す
。
苗
作
り
期
間
中

は
、
防
虫
ネ
ッ
ト
で
害
虫
の
飛
来
を
遮
断
し
ま
す
（
図

１
）。

〔
畑
の
準
備
〕
畑
１
平
方
ｍ
当
た
り
苦
土
石
灰
１
０
０

ｇ
程
度
を
ま
い
て
、
よ
く
土
を
耕
し
ま
す
（
図
２
）。

次
に
、
化
成
肥
料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分
10
％
）
２
０
０ｇ

と
堆
肥
２
〜
３
㎏
を
施
し
、
土
と
よ
く
混
ぜ
て
幅
90
㎝

程
度
の
畝
を
作
り
ま
す
。

〔
植
え
付
け
〕
本
葉
４
、５
枚
の
頃
、
２
条
植
え
で
は
条

間
40
㎝
、
株
間
40
㎝
程
度
に
植
え
付
け
ま
す
。
こ
の
と

•
カ
ー
リ
ー
・
ケ
ー
ル

葉
に
縮
み
が
あ
り
、

苦
味
や
え
ぐ
味
が
少
な

い
。「
ラ
イ
ト
キ
ッ
チ

ン
」（
増
田
採
種
場
）、

「
カ
リ
ー
ノ
ケ
ー
ル
・

ヴ
ェ
ル
デ
」（
ト
キ
タ

種
苗
）
な
ど
。

•
カ
ー
ボ
ロ
ネ
ロ
（
黒

キ
ャ
ベ
ツ
）
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水瓶座
（1/20〜2/18）

【全体運】うまくいかないことには見切りをつける判断も必要そう。諦めることで新たな芽が出てくる予感がしています
【健康運】持久力アップに有酸素運動を取り入れて　　【幸運を呼ぶ食べ物】ニラ 1414



魚座
（2/19〜3/20）

【全体運】運勢は穏やかです。友人や家族とお茶や食事を楽しんで。会話することで工ネルギーをチャージできます
【健康運】ぬか漬けやヨーグルト、発酵食品が元気のもと　　【幸運を呼ぶ食べ物】アシタバ

結婚式は、JA伊万里が
心からお手伝いします。

「冠婚」「法事」「祝事」はJA伊万里にお任せください。お申込みはJA伊万里ふれあい生活課へ ☎23-5575

指定式場

もしもの時は24時間待機の
JA斎場 伊万里　JA斎場 有田
☎23-5510　☎46-5510

病院からの霊身送りも承っております。
葬祭のことならJAへ

こ こ いちばん こ こ いちばん

★伊万里迎賓館
★ロイヤルチェスター伊万里

お

く

や

み

お

く

や

み

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

※（
　
）内
は
喪
主
　
　
Ｊ
Ａ
伊
万
里
葬
儀
関
係
分

令
和
５
年
３
月
11
日
〜
令
和
５
年
４
月
10
日

瀬
戸
町

原
　
田
　
サ
ヨ
ミ
さ
ん
（
好

弘
さ
ん
）

立
花
町

高
　
木
　
和
　
安
さ
ん
（
一

美
さ
ん
）

大
川
内
町

金
　
武
　
昌
　
身
さ
ん
（
雪

江
さ
ん
）

大
川
内
町

寳
藏
寺
　
マ
ス
エ
さ
ん
（
福

次
さ
ん
）

大
坪
町

古
　
川
　
　
　
正
さ
ん
（
正

彦
さ
ん
）

黒
川
町

井
　
上
　
　
　
学
さ
ん
（
え
み
子
さ
ん
）

黒
川
町

古
　
竹
　
秀
　
男
さ
ん
（
久

良
さ
ん
）

黒
川
町

森
　
戸
　
　
　
晃
さ
ん
（
美
代
子
さ
ん
）

黒
川
町

岩
　
野
　
光
　
子
さ
ん
（
常

嗣
さ
ん
）

波
多
津
町

高
　
森
　
　
　
剛
さ
ん
（
敏

子
さ
ん
）

二
里
町

力
　
武
　
美
津
枝
さ
ん
（
春

人
さ
ん
）

東
山
代
町

江
　
口
　
桂
　
祐
さ
ん
（
育

子
さ
ん
）

山
代
町

山
　
口
　
宇
　
作
さ
ん
（
大

樹
さ
ん
）

山
代
町

浦
　
郷
　
治
　
美
さ
ん
（

徹
さ
ん
）

山
代
町

加
賀
良
　
真
　
弓
さ
ん
（
信

之
さ
ん
）

南
波
多
町

福
　
田
　
　
　
照
さ
ん
（
佐
百
合
さ
ん
）

南
波
多
町

熊
　
川
　
俊
　
郎
さ
ん
（
良

子
さ
ん
）

南
波
多
町

山
　
口
　
　
　
久
さ
ん
（
明

宏
さ
ん
）

南
波
多
町

前
　
田
　
一
　
三
さ
ん
（
チ
ド
リ
さ
ん
）

松
浦
町

古
　
川
　
秀
　
人
さ
ん
（
サ
エ
子
さ
ん
）

有
田
町

桒
　
原
　
孝
　
子
さ
ん
（
幹

夫
さ
ん
）

有
田
町

立
　
部
　
勝
　
雪
さ
ん
（
ハ
ル
ノ
さ
ん
）

理
事
会
報
告

３
月
17
日
に
定
例
理
事
会
を
Ｊ
Ａ
会
館

会
議
室
で
開
き
、
次
の
よ
う
に
決
定
し
ま

し
た
。

第
60
号
議
案 

令
和
５
年
度
事
業
計
画
書

（
案
）
及
び
監
査
計
画
書

（
案
）
に
つ
い
て

第
61
号
議
案 

第
６
次
中
期
計
画
３
ヵ
年

計
画
（
案
）
に
つ
い
て

第
62
号
議
案 

全
国
畜
産
経
営
安
定
基
金

協
会
か
ら
の
脱
会
に
つ
い

て

第
63
号
議
案 

畜
産
飼
料
価
格
高
騰
に
伴

う
経
営
支
援
に
つ
い
て

第
64
号
議
案 

職
制
規
程
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

第
65
号
議
案 

転
貸
資
金
の
借
入
に
つ
い

て

第
66
号
議
案 

債
権
の
直
接
償
却
及
び
利

息
・
損
害
金
の
減
免
に
つ

い
て

第
67
号
議
案 

定
款
及
び
定
款
附
属
書
総

代
選
挙
規
定
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

第
68
号
議
案 

出
資
最
高
限
度
口
座
の
引

き
上
げ
に
つ
い
て

第
69
号
議
案 

職
員
給
与
規
程
の
変
更
に

つ
い
て

第
70
号
議
案 

年
度
末
一
時
金
の
支
給
に

つ
い
て

第
71
号
議
案 

学
識
経
験
役
員
の
推
挙
に

つ
い
て

第
72
号
議
案 

員
外
監
事
の
推
挙
に
つ
い

て

第
73
号
議
案 

総
代
選
挙
の
選
挙
管
理

者
、
立
会
人
等
の
指
名
に

つ
い
て

第
74
号
議
案 

令
和
５
年
度
内
部
統
制
行

動
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

第
75
号
議
案 

令
和
５
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

策
定
に
つ
い
て

第
76
号
議
案 
Ｊ
Ａ
伊
万
里
ヘ
ル
プ
ラ
イ

ン
設
置
運
営
要
領
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

第
77
号
議
案 

「
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基

本
方
針
」
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

第
78
号
議
案 

建
物
の
賃
貸
借
契
約
に
つ

い
て

第
79
号
議
案 

㈱
伊
万
里
青
果
市
場
　
令

和
５
年
度
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い

て

す
べ
て
の
議
案
は
、
原
案
通
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
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クロスワード
Ｑｕｉｚ

二重マスの文字をA〜Eの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
端
午
の
節
句
に
食
べ
る
も

の
の
１
つ

②
竹
林
が
似
合
う
猛
獣

③

―
感
の
あ
る
３
Ｄ
映
像

④
母
の
日
に
贈
る
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
、
定
番
の
色
の

１
つ

⑤
大
正
の
１
つ
前
の
年
号
で

す
⑦
害
獣
や
害
虫
を
追
い
払
う

こ
と

⑩
淡
水
と
海
水
が
混
じ
り
合

っ
た
も
の

⑫
鳴
門
海
峡
の
も
の
が
有
名

⑬
校
内
で
「
走
ら
な
い
よ
う

に
」
と
注
意
さ
れ
や
す
い

場
所

⑭
京
都
三
大
祭
の
１
つ
、

―
祭
は
５
月
15
日
に
行

わ
れ
ま
す

⑰
煮
切
っ
て
使
う
こ
と
も
あ

る
調
味
料

⑲
メ
ロ
ン
や
ス
イ
カ
は
こ
の

仲
間

⑳
街
を

―
も
な
く
う
ろ
つ

い
た

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

②
ザ
ッ
と
降
っ
て
サ
ッ
と
や

み
ま
す

⑥
変
わ
る
と
寝
付
け
な
い
人

も
⑧
お
稲
荷
さ
ん
の

―
は
キ

ツ
ネ
で
す

⑨
桃
太
郎
の
お
供
を
し
た
鳥

⑩
南
の
反
対
側

⑪
田
ん
ぼ
へ

―
か
ら
水
を

引
き
入
れ
た

⑮
小
野
妹
子
が
遣
わ
さ
れ
た

国
⑯
潮
干
狩
り
に
出
か
け
る
所

⑱
12
星
座
占
い
で
５
月
生
ま

れ
の
人
は

―
座
か
双
子

座
で
す

⑳
夜
に
な
る
と
家
々
に
と
も

り
ま
す

㉑

―
ヤ
マ
ネ
コ
は
特
別
天

然
記
念
物
で
す

q

は
が
き
に
次
の
要
領
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

q

〆
切
り
　
５
月
11
日
㈭
　
消
印
有
効

q

発
　
表
　
令
和
５
年
６
月
号
誌
上

q

ご
応
募
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
へ 

「
全
農
商
品
券
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

q

応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
に 

①
答
え 

②
郵
便
番

号
・
住
所 

③
氏
名
・
年
齢 

④
電
話
番
号 

⑤

毎
月
読
む
ペ
ー
ジ 

⑥
本
誌
へ
の
ご
意
見
を

も
れ
な
く
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

q

あ
て
先
　
〒
８
４
８
‐
０
０
２
７ 

伊
万
里
市
立
花
町
１
２
９
０
‐
１ 

Ｊ
Ａ
伊
万
里
「
広
報
」
係

４
月
号
の
答
え
は
「
ハ
ル
ガ
ス
ミ
」

で
し
た
。
39
通
の
ご
応
募
が
あ
り
、
抽

選
の
結
果
、
次
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

立
花
町

松
　
本
　
直
　
美

大
坪
町

桑
　
本
　
ち
よ
み

波
多
津
町

田
　
原
　
　
　
修

山
代
町

神
　
藤
　
ひ
ろ
こ

山
代
町

河
　
野
　
　
　
悠

大
川
町

山
　
口
　
敏
　
子

大
川
町

中
　
尾
　
光
　
子

松
浦
町

副
　
島
　
ツ
　
ヤ

有
田
町

森
　
　
　
清
　
子

静
岡
県

佐
　
藤
　
京
　
子

（
敬
称
略
）

答
え
＆
当
選
者

応
募
方
法

タマネギ……………………… 1/2個
ジャガイモ……………………… 2個
アサリ（殻付き）………………300ｇ
グリーンアスパラガス………… 1わ
コンソメスープのもと（頴粒） 
…………………………… 小さじ1/2
牛乳………………………… 4OOml
パセリ…………………………… 少々
オリーブ油………………… 大さじ1
塩・こしよう………………… 各少々

❶	 タマネギは粗みじん切りにする。ジャガイモは1㎝角に切ってさっとすす
ぐ。アサリは海水程度の塩水の中で殻と殻をこすり合わせて洗う。ア
スパラガスは根元の堅い皮をむき、3㎝の長さに切って耐熱性皿に載
せてラップをし、電子レンジに1分かける。パセリはみじん切りにしておく。

❷	 鍋にオリーブ油を熱して、タマネギを透き通るまで妙め、ジャガイモを
加えて妙め合わせる。湯4OOml（材料外）を加えて煮立たせ、中火
にしてコンソメスープのもとと塩小さじ1と1/2（分量外）を加え、10分
煮る。

❸	 ②にアサリを入れ、ふたをして煮る。アサリの口が開いたら温めた牛
乳を加え、①のアスパラガスも入れて温める。

❹	 塩・こしようで味を調えて皿に盛り、①のパセリを振る。
出典●Jミルク WEBサイト「ミルクレシピ」

材 料（４人分） 作 り 方

アスパラの季節に楽しみ
たいスープ

アサリのチャウダー
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西田幸博さん（68歳）
西部支所（東山代町）

私
の
住
む
滝
川
内
地
区
は
、
標
高
３
０
０

メ
ー
ト
ル
程
あ
る
山
間
地
に
あ
り
ま
す
。
当

地
で
生
を
受
け
68
年
に
な
り
ま
す
が
、
地
区

内
で
は
ま
だ
若
っ
か
も
ん
の
仲
間
で
す
。
私

た
ち
世
代
の
子
供
は
街
へ
と
出
て
い
き
20

代
、
30
代
の
若
者
は
ほ
と
ん
ど
住
ん
で
い
ま

せ
ん
。
先
日
の
地
区
役
員
会
で
は
消
防
団
員

の
確
保
が
で
き
ず
、
ど
う
や
っ
て
消
防
団
を

維
持
し
て
い
く
か
と
い
う
話
に
な
り
ま
し

た
。
本
当
に
寂
し
い
話
で
し
た
。

仕
事
は
昨
年
の
12
月
ま
で
佐
世
保
市
の
測

量
設
計
の
会
社
で
営
業
マ
ン
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
同
年
の
夏
く
ら
い
か
ら
体
調
を
崩
し

入
院
、
手
術
を
し
ま
し
た
。
70
歳
ま
で
会
社

員
で
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
病
気
に
は
勝
て

ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
定
年
し
た
時
に
と
の
思
い
で
５
年
前

に
田
ん
ぼ
だ
っ
た
棚
田
の
50
ア
ー
ル
に
レ
モ

ン
を
植
え
ま
し
た
。
レ
モ
ン
の
栽
培
を
始
め

た
理
由
は
色
々
あ
り
ま
す
が
、
大
き
な
理
由

は
農
機
具
の
買
い
替
え
時
期
の
到
来
と
イ
ノ

シ
シ
被
害
が
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ク
タ
ー
、
田

植
え
機
、
コ
ン
バ
イ
ン
が
５
０
０
万
円
で
は

揃
わ
な
い
状
況
と
田
ん
ぼ
が
イ
ノ
シ
シ
の
被

害
に
遭
い
、
米
の
耕
作
意
欲
が
そ
が
れ
た
こ

と
で
す
。
そ
こ
で
何
と
か
イ
ノ
シ
シ
の
被
害

に
遭
わ
な
い
農
業
と
の
思
い
で
レ
モ
ン
の
栽

培
に
至
り
ま
し
た
。
レ
モ
ン
の
木
に
は
棘
が

あ
り
、
果
実
は
酸
っ
ぱ
く
て
イ
ノ
シ
シ
も
食

し
な
い
だ
ろ
う
と
の
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

植
え
た
レ
モ
ン
は
順
調
に
育
ち
３
年
目
か
ら

結
実
し
、
昨
年
は
７
５
０
キ
ロ
を
収
穫
で
き

ま
し
た
。

レ
モ
ン
は
１
キ
ロ
当
た
り
の
販
売
単
価
が

高
く
、
成
果
品
と
し
て
８
割
は
出
荷
で
き
て

い
ま
す
。
収
益
性
の
高
さ
に
期
待
を
し
て
お

り
、
４
～
５
年
後
に
は
作
付
面
積
を
１
０
０

ア
ー
ル
、
反
当
り
３
ト
ン
以
上
の
収
穫
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
今
栽
培
し
て
い
る
品
種
は

璃
の
香
と
マ
イ
ヤ
ー
レ
モ
ン
で
病
気
に
も
強

く
、
年
２
回
程
の
防
除
で
労
力
も
少
な
く
済

み
ま
す
。
レ
モ
ン
栽
培
が
山
間
地
農
業
の
星

と
な
り
、
こ
の
滝
川
内
地
区
が
賑
わ
い
を
取

り
戻
し
栄
え
れ
ば
と
の
思
い
で
こ
れ
か
ら
も

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

組合員の

声

絵
手
紙
で
〝
こ
こ
ろ
〟
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

絵
手
紙
で
〝
こ
こ
ろ
〟
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

北
部
支
所
女
性
部
　
絵
手
紙
教
室

北
部
支
所
管
内

Ｊ
Ａ
伊
万
里
北
部
支
所
女
性
部
で
は
会
員

９
名
で
毎
月
２
回
絵
手
紙
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
女
性
部
員
で
も
あ
る
出
雲
先
生
に

毎
回
来
て
い
た
だ
き
︑
ハ
ガ
キ
い
っ
ぱ
い
に

書
い
た
絵
と
言
葉
の
素
朴
で
温
か
な
味
わ
い

を
教
わ
っ
て
い
ま
す
。季
節
の
お
花
や
野
菜
︑

飾
り
物
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
持
ち
寄
り
︑
思
う

ま
ま
感
じ
た
ま
ま
に
絵
を
書
き
言
葉
を
乗
せ

て
い
き
ま
す
。

皆
と
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
な
が
ら
"
こ

こ
ろ
"
の
や
す
ら
ぎ
の
時
間
。
そ
れ
ぞ
れ
に

思
い
思
い
の
絵
手
紙
を
書
い
た
後
︑
出
雲
先

生
に
絵
の
表
現
や
言
葉
の
載
せ
方
を
指
導
し

て
も
ら
い
完
成
し
ま
す
。
思
い
を
乗
せ
た
絵

手
紙
を
誕
生
日
や
季
節
の
変
わ
り
目
な
ど
の

節
目
に
会
員
同
士
︑
お
友
達
や
大
切
な
方
々

に
送
り
届
け
て
い
ま
す
。

年
齢
や
経
験
な
ど
関
係
な
く
︑
文
章
や
絵

が
苦
手
な
方
も
全
く
心
配
な
く
始
め
ら
れ
る

「
絵
手
紙
」
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
の
字
に
は
な

い
温
か
さ
を
大
事
に
こ
れ
か
ら

も
季
節
を
感
じ
な
が
ら
楽
し
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

女性部活動女性部活動

おじゃましま～す

（後列左から）	 岩野宮子　出雲清子　　吉田はる子
（前列左から）	 井手啓子　吉田喜美子　前田五月　井手里美
（欠席者）	 前田明美　小濱喜美子　永野茂嵩

（敬称略）

農
を
生
業
に
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定価629円（税込み）

６月号の主な内容

失敗しにくい！　塩分ひかえめ！
横山タカ子さんの梅の「さしす漬け」

セカンドライフは もっと自分らしく
やりたいこと、見つけよう！

特集１ 別冊付録

砂糖と塩、酢で漬け込み、土用の
ころに三日三晩干すだけという長野
県在住の料理研究家・横山タカ子さ
んの「梅のさしす漬け」を紹介しま
す。酢の防腐効果でかびにくく、通
常の梅干しよりも塩分控えめ。製造
過程でできる梅酢も熱中症予防のド
リンクに料理の調味料にとおいしく
健康に活用できるすぐれものです。

子育てが一段落すると、心の空白
を感じる人が少なくないようです。
子どもや家族のためにと、いつも“だ
れか” のために生きてきて、自分自
身のために「やりたいこと」が思い
つかないからかもしれません。そこ
で、セカンドライフを生き生きと自
分らしく生きるための「やりたいこ
と」の見つけ方を伝授します。

お申込みは、経済部ふれあい生
活課（☎23-5575）、または
最寄りの支所までお願いします。

プレゼントコーナー
ここをクリック!

５月の｢プレゼント｣の紹介JA伊万里ホームページ
http://jaimari.saga-ja.jp/

伊万里南高梅の梅干伊万里南高梅の梅干
※写真はイメージです

５月のJA伊万里ホームページ「プレゼント」は、甘酸
っぱい『伊万里の梅』（伊万里南高梅の梅干し）です。

ご応募の方は、ホームページ上にお名前、ご住所、電話
番号、メールアドレス、そしてJA伊万里に対するご意見・
ご感想を記入の上、５月末日までに送信してください。抽
選で３名の方にプレゼントします。

皆様からのたくさんのご応募をお待ちしております。

　ふれあい食材加入者限定 健康食品の取り扱いを始めます

通常価格１本 2,970円（税込）のところ

1,890円（税込）
３本セット7,290円（税込）

生活習慣が気になる方、
考えることが好きな方に！
〈極洋〉150粒

ＤＨＡ・ＥＰＡ
＋クリルオイル

立つ、座る、歩く
スムーズに動きたい！
〈極洋〉240粒

海から生まれた
グルコサミン
通常価格１本 3,240円（税込）のところ

1,620円（税込）
３本セット7,560円（税込）

車を運転する・パソコンなどを
よく使う中高年の方に
〈極洋〉90粒

アスタキサンチン＆
ルテイン・ブルーベリー
通常価格１本 3,510円（税込）のところ

2,430円（税込）
３本セット8,910円（税込）

通常価格１本 3,510円（税込）のところ

2,430円（税込）
３本セット8,910円（税込）

ヒアルロン酸で
潤いのある生活に
〈極洋〉60粒

ヒアルロン酸
＋プラセンタ･コラーゲン･セラミド

通常価格１本 2,970円（税込）のところ

1,890円（税込）
３本セット7,290円（税込）

にんにく×醗酵力で
疲れを引きずらない！
〈極洋〉60粒

醗酵
黒にんにく卵黄

通常価格１袋 1,242円（税込）のところ

756円（税込）
３袋セット2,981円（税込）

飲んだ翌朝の体調を整えたい方、
お酒を飲む機会が多い方に
〈極洋〉120粒

デイリーヘルシング
ウコン粒

この機会に、生活総合宅配（食材宅配）へのご加入をご検討ください。

５、６月はふれあい食材加入者様限定で健康食品体感キャンペーンを実施します。
5、6月号だけ特別価格でお買い求めいただけます。

　ふれあい食材加入者限定 健康食品の取り扱いを始めます

通常価格１本 2,970円（税込）のところ

1,890円（税込）
３本セット7,290円（税込）

生活習慣が気になる方、
考えることが好きな方に！
〈極洋〉150粒

ＤＨＡ・ＥＰＡ
＋クリルオイル

立つ、座る、歩く
スムーズに動きたい！
〈極洋〉240粒

海から生まれた
グルコサミン
通常価格１本 3,240円（税込）のところ

1,620円（税込）
３本セット7,560円（税込）

車を運転する・パソコンなどを
よく使う中高年の方に
〈極洋〉90粒

アスタキサンチン＆
ルテイン・ブルーベリー
通常価格１本 3,510円（税込）のところ

2,430円（税込）
３本セット8,910円（税込）

通常価格１本 3,510円（税込）のところ

2,430円（税込）
３本セット8,910円（税込）

ヒアルロン酸で
潤いのある生活に
〈極洋〉60粒

ヒアルロン酸
＋プラセンタ･コラーゲン･セラミド

通常価格１本 2,970円（税込）のところ

1,890円（税込）
３本セット7,290円（税込）

にんにく×醗酵力で
疲れを引きずらない！
〈極洋〉60粒

醗酵
黒にんにく卵黄

通常価格１袋 1,242円（税込）のところ

756円（税込）
３袋セット2,981円（税込）

飲んだ翌朝の体調を整えたい方、
お酒を飲む機会が多い方に
〈極洋〉120粒

デイリーヘルシング
ウコン粒

この機会に、生活総合宅配（食材宅配）へのご加入をご検討ください。

５、６月はふれあい食材加入者様限定で健康食品体感キャンペーンを実施します。
5、6月号だけ特別価格でお買い求めいただけます。

５
︑６
月
は
ふ
れ
あ
い
食
材
加
入
者
様
限
定
で
健
康
食
品

体
感
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
︒

５
︑６
月
号
だ
け
特
別
価
格
で
お
買
い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
︒

こ
の
機
会
に
︑
生
活
総
合
宅
配
︵
食
材
宅
配
︶
へ
の

ご
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
︒

ふれあい食材加入者限定 健康食品の取り扱いを始めます

お問い合わせは、各営農経済センター・ふれあい生活課（☎0955-23-5575）へお尋ねください。
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令和５年度　ゴールデンウィーク　園芸流通センター集荷計画

品 目
４月 ５月

26日 27日 28日 29日 30日 1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

きゅうり ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

玉 葱 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アスパラガス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

いちご 個選荷受 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

いちごパ
ッケージ
センター
荷受け

8:30～
10:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13:00～
15:00 ○ ○ 休 ○ ○ ○ 休 ○ ○ 休 ○ ○ 休 ○

小 葱 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

みず菜 ○ ○ 休 ○ ○ ○ 休 休 ○ ○ ○ ○ ○ ○

キヌサヤ ○ ○ 休 ○ ○ ○ 休 休 ○ ○ ○ ○ ○ ○

一寸蚕豆 ○ ○ 休 ○ ○ ○ 休 休 ○ ○ ○ ○ ○ ○

スナップ ○ ○ 休 ○ ○ ○ 休 休 ○ ○ ○ ○ ○ ○
○＝集荷　　　休＝集荷休み
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No.
241 『家の光』7月号「農のチカラ再発見」

で佐賀県出身の〝どぶろっく“さんをナ
ビゲーターにＪＡ伊万里きゅうり部会
の若手グループ「胡青会」を訪問。
「胡青会」の取り組みや、ＪＡ伊万里
女性部による「伊万里きゅうり」をつ
かった産地料理を披露。

ぜひ、『家の光』7月号を
購読しましょう!!

お問い合わせ・申し込み
ＪＡ伊万里経済部ふれあい生活課
ＴＥＬ：0955-23-5575
『家の光』7月号購読料９２２円

広
報
の
業
務
に
つ
い
て
１
年

が
経
ち
ま
し
た
。
１
年
前
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が

ま
だ
ま
だ
強
く
、
行
事
や
行
動

が
制
限
さ
れ
た
世
の
中
で
し
た

が
、
最
近
は
感
染
者
の
報
道
や

関
連
記
事
も
少
な
く
な
っ
て
、

そ
れ
に
伴
い
様
々
な
行
事
が
当

た
り
前
に
開
催
さ
れ
て
き
て
い

る
の
を
実
感
し
ま
す
。
部
会
の

総
会
も
今
年
度
は
ど
の
部
会
も

実
開
催
さ
れ
、
広
報
と
し
て
は

嬉
し
い
忙
し
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。
５
月
８
日
か
ら
は
感
染
症

法
上
の
位
置
づ
け
は
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
と
同
じ

「
５
類
」
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍

前
の
生
活
が
戻
っ
て
き
そ
う
で

す
。
現
在
、
マ
ス
ク
着
用
は
個

人
の
判
断
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

い
つ
外
そ
う
か
と
考
え
て
い
る

人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
私
は

苦
手
な
暑
い
夏
ま
で
に
は
外
し

た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
８
人
が
Ｊ
Ａ
伊
万
里

に
入
組
し
ま
し
た
（
Ｐ
12
掲

載
）。
組
合
員
・
利
用
者
の
皆

様
の
期
待
に
応
え
る
よ
う
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
会
っ
た

際
に
は
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
樋
口
）

編
集
後
記

編
集
後
記

2020


